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学
校
に
お
い
て
２
０
２
３

年
度
と
比
較
し
て
特
に
取
組

が
進
ん
だ
項
目
は
次
。
▼
児

童
生
徒
の
欠
席
・
遅
刻
・
早

退
連
絡
に
つ
い
て
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
用
い
、
Ｐ
Ｃ
・

モ
バ
イ
ル
端
末
等
か
ら
受
け

付
け
、
集
計

▼
学
校
か
ら

保
護
者
へ
発
信
す
る
お
便
り

・
配
布
物
を
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
用
い
て
一
斉
配
信

学
校
設
置
者
に
お
い
て
は

次
。
▼
教
育
委
員
会
主
催
の

研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
つ
い

て
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
用

い
て
実
施
・
集
計

▼
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
ま
た

は
次
期
更
改
に
お
い
て
、
次

世
代
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
検
討

こ
れ
ら
は
「
完
全
に
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
」
も
し
く

は
「
半
分
以
上
し
て
い
る
」

（
も
し
く
は
こ
れ
ら
に
相

当
）
の
回
答
割
合
が
大
幅
に

増
加
し
て
お
り
、
か
つ
効
果

実
感
も
高
い
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
一
定
以
上
取
り
組

ん
で
い
る
学
校
の
割
合
は
比

較
的
低
い
も
の
の
、
取
り
組

ん
だ
学
校
に
お
い
て
教
職
員

の
働
き
方
の
改
善
に
対
す
る

効
果
実
感
が
高
か
っ
た
も
の

は
次
。
▼
保
護
者
か
ら
学
校

へ
の
提
出
資
料
を
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
て
受
け

付
け

▼
保
護
者
と
の
日
程

調
整
を
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

を
用
い
て
実
施

文
科
省
は
本
調
査
結
果
に

お
い
て
「
取
組
の
進
捗
が
見

ら
れ
た
。
『
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
下
で
の
校
務
Ｄ

Ｘ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
の
大

多
数
の
項
目
は
、
標
準
的
な

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境

（
児
童
生
徒
１
人
１
台
端

末
、
教
員
１
人
１
台
端
末
、

ク
ラ
ウ
ド
環
境
）
の
下
で
、

必
ず
し
も
追
加
の
有
償
ソ
フ

ト
等
を
導
入
せ
ず
と
も
実
行

可
能
な
も
の
。
各
学
校
・
学

校
設
置
者
に
お
い
て
、
ク
ラ

ウ
ド
環
境
を
活
用
し
た
校
務

改
善
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た

こ
と
の
成
果
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。

な
お
デ
ジ
タ
ル
庁
に
よ
る

「
デ
ジ
タ
ル
改
革
共
創
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
（
地
方
公

共
団
体
と
政
府
機
関
の
職
員

で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ

ｋ
を
活
用
し
た
直
接
対
話
型

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
に
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

関
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ

り
、
疑
問
な
ど
を
投
稿
で
き

る
。
校
務
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
上

で
の
疑
問
点
等
の
解
消
に
積

極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と

し
て
い
る
。

次
期
学
習
指
導
要
領
の
検

討
が
始
ま
っ
た
。
武
藤
久
慶

教
育
課
程
課
長
は
「
背
景
を

押
さ
え
、
見
通
し
を
も
っ
て

『
今
』
を
改
善
し
た
い
」
と

題
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

時
代
の
学
習
指
導
要
領
改
訂

に
つ
い
て
講
演
し
た
（
全
国

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
首
長
サ
ミ
ッ
ト

よ
り
。
詳
細
２
面
）
。

課
題
を
デ
ー
タ
で

深
掘
り
す
る

２
０
２
４
年
９
月
に
公
表

し
た
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
向
け
た
論
点
整
理
を
踏
ま

え
、
１２
月
２５
日
、
中
央
教
育

審
議
会
に
諮
問
し
た
。
諮
問

で
は
現
在
の
学
校
教
育
で
顕

在
化
し
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
、
次
の
３
つ
に
整
理
。
課

題
に
取
り
組
む
上
で
教
員
の

努
力
と
熱
意
に
対
し
て
過
度

な
依
存
を
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
持
続
可
能
な
日
本
型
学

校
教
育
を
追
求
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
学
び
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
子
供

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
不

登
校
の
子
供
た
ち
を
は
じ

め
、
学
び
に
向
き
合
え
て
い

な
い
子
供
や
学
び
を
継
続
で

き
な
い
子
供
が
増
え
て
い

る
。そ

の
よ
う
な
子
供
の
理
解

度
や
学
力
、
そ
し
て
認
知
特

性
も
多
様
で
あ
る
。
学
習
面

や
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を

示
す
子
供
の
割
合
は
小
中
学

校
８
・
８
％
、
高
校
２
・
２

％
で
あ
る
一
方
、
大
学
の
発

達
障
害
学
生
の
在
籍
率
は
０

・
３２
％
に
過
ぎ
な
い
。
な
お

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｄ

ま
た
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
学
部
学

生
率
は
１５
％
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
調
査
の
結
果
で

あ
る
た
め
単
純
な
比
較
は
で

き
な
い
が
、
多
様
な
認
知
特

性
を
も
つ
子
供
た
ち
が
初
等

中
等
教
育
の
中
で
自
分
な
り

の
学
び
方
を
獲
得
で
き
ず
高

等
教
育
に
接
続
で
き
な
い
現

状
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
第
１
期
で
大
事

に
し
て
き
た
こ
と
を
前
提

に
、
多
様
性
を
包
摂
す
る
た

め
に
教
育
課
程
上
の
特
例
を

設
け
る
こ
と
等
を
検
討
す

る
。

■
学
習
指
導
要
領
の

浸
透
が
道
半
ば

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の

理
念
や
趣
旨
の
浸
透
は
道
半

ば
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
２
２
調
査

に
よ
る
と
多
く
の
生
徒
が
自

律
的
に
学
ぶ
自
信
が
な
い
。

ま
た
、
概
念
と
し
て
の
知

識
の
習
得
や
実
感
を
伴
っ
た

深
い
意
味
理
解
も
十
分
で
な

い
。例

え
ば
、関
数
は
「
わ
か

ら
な
い
数
字
が
あ
っ
た
時
、

伴
っ
て
変
わ
る
別
の
数
と
の

関
係
を
表
せ
れ
ば
、
わ
か
ら

な
い
数
字
を
予
測
で
き
る
」

も
の
だ
。
グ
ラ
フ
を
書
く
と

い
う
個
別
の
技
能
に
と
ど
ま

ら
ず
「
一
次
関
数
を
使
え
ば

未
知
の
数
字
を
予
測
で
き
る

ん
だ
」
と
い
う
理
解
と
感
動

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
学
び
が
必
要
で
あ
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
学

校
教
育
で
は
自
分
の
考
え
を

述
べ
る
訓
練
を
ほ
と
ん
ど
し

て
い
な
い
。
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

が
苦
手
な
の
は
英
語
力
の
問

題
で
は
な
い（
日
野
田
直
彦

『
東
大
よ
り
も
世
界
に
近
い

学
校
』）」と
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
自
分
の
考
え
を

書
く
こ
と
が
苦
手
で
あ
っ
た

り
、
そ
も
そ
も
自
分
の
考
え

を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
り
と

い
う
子
供
も
い
る
。

ま
た
、
１８
歳
の
当
事
者
意

識
は
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、

「
将
来
の
夢
を
持
っ
て
い

る
」
は
依
然
と
し
て
横
ば
い

だ
（
日
本
財
団
・
１８
歳
意
識

調
査
）
。
「
夢
を
馬
鹿
に
す

る
と
路
頭
に
迷
う
時
代
。
自

分
で
何
を
す
る
か
決
め
る
仕

事
は
残
り
、
人
か
ら
言
わ
れ

て
や
る
仕
事
は
Ａ
Ｉ
に
取
っ

て
変
わ
ら
れ
る
（
川
村
秀
憲

『
１０
年
後
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
』）」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

「
自
分
で
何
を
し
た
い
か
」

を
も
て
て
い
な
い
と
い
う
状

態
を
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

な
学
び
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

（
２
面
に
続
く
）

文
部
科
学
省
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
で

の
校
務
Ｄ
Ｘ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

学
校
・
学
校
設
置
者

の
自
己
点
検
結
果
」
を
公
開
し
た
。
調
査
実
施
時
期
は

２
０
２
４
年
９
月
２７
〜
１１
月
８
日
。
文
部
科
学
省
Ｗ
Ｅ

Ｂ
調
査
シ
ス
テ
ム
�
Ｅ
ｄ
ｕ
Ｓ
ｕ
ｒ
ｖ
ｅ
ｙ
�
を
用
い

て
回
答
・
集
計
し
た
。
調
査
対
象
は
公
立
小
中
学
校
及

び
そ
の
設
置
者
で
９
割
以
上
の
回
答
が
あ
っ
た
。
本
調

査
に
よ
る
と
、
効
果
実
感
が
高
か
っ
た
校
務
Ｄ
Ｘ
は

「
教
職
員
と
保
護
者
間
の
連
絡
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
「
教

職
員
と
児
童
生
徒
間
の
連
絡
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
「
学

校
内
の
連
絡
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
で
あ
っ
た
。

「ＦＡＸの利用が例外的に必要と考えら
れる業務」以外の日常業務でＦＡＸのや
りとりを行っている相手先（複数回答）

民間事業者 ６８．５％
自校以外の学校 ４６．０％
教育委員会 ４２．７％
役所・役場 ３０．５％
給食センター ２６．７％
ＰＴＡ関連組織 １７．８％
教科等の研究団体 １４．９％
中体連 １０．１％

文
科
省
は
教
職
員
の
働
き

方
改
革
の
加
速
に
向
け
て
、

制
度
改
正
を
検
討
し
て
い

る
。
働
き
方
改
革
を
見
え
る

化
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
構
築
す
る
た
め
、
各
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
教
員
の

業
務
量
の
適
切
な
管
理
と
健

康
・
福
祉
を
確
保
す
る
た
め

の
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の

計
画
の
策
定
・
公
表
、
計
画

の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ

と
、
本
計
画
を
総
合
教
育
会

議
に
報
告
す
る
こ
と
、
学
校

運
営
に
関
す
る
「
基
本
的
な

方
針
」
に
、
業
務
量
管
理
・

健
康
確
保
措
置
の
実
施
に
関

す
る
内
容
を
含
め
る
こ
と
、

学
校
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能

の
強
化
に
向
け
た
「
新
た
な

職
」
の
創
設
な
ど
を
検
討
。

新
た
な
職
で
は
学
校
内
の

多
様
な
ス
タ
ッ
フ
や
、
地
域

・
関
係
機
関
な
ど
、
学
校
内

外
と
の
連
携
・
調
整
に
関
す

る
業
務
を
担
う
こ
と
、
若
手

教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

学
級
担
任
の
職
務
の
重
要

性
と
負
担
等
に
応
じ
た
加
算

も
制
度
化
す
る
考
え
だ
。

ＧＩＧＡ第２期の環境整備・端末更新が始まり、校務
環境のクラウド化による教職員の働き方改革も進んで
いる。次の学習指導要領に向けた諮問に対する検討も
始まった。日本では世界に先駆けて１人１台端末を全
小中学校に配備し、生成ＡＩの教育利用にも着手して
いるところで、次の学習指導要領では現指導要領で解
決しきれなかった面の改善が図られることになる。懸
念されている少子化や教員不足への対応についても、
環境整備や学び方の進捗、そして対話しながら合意を
図るという教育手法が根付くことで解決に向かうこと
を期待している。

２ 面 全国ＩＣＴ教育首長サミット
３ 面 新しい学びプロジェクト
４ 面 生成ＡＩパイロット校成果報告会
６ 面 教育委員会対象セミナー鹿児島
７ 面 教育委員会対象セミナー東京
８ 面 教育ニュース・教育関連入札情報

文
部
科
学
省
は
、
全
国
の

高
校
の
学
び
の
姿
を
伝
え
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
マ
ナ
ビ

カ
エ
ル

高
校
の
学
び
を
次

の
時
代
へ
」
を
公
開
し
て
い

る
。
高
校
の
特
色
化
や
魅
力

化
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
中
心
に
し
た
「
聴
く
」
、

専
門
高
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
材

や
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
対
応

機
器
等
の
活
用
事
例
を
「
知

る
」
の
２
種
類
だ
。
１
月

末
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
中

等
教
育
学
校
が
「
聴
く
」
、

茨
城
県
立
Ｉ
Ｔ
未
来
高
等
学

校
が
「
知
る
」
に
公
開
さ
れ

た
。奈

良
女
子
大
学
附
属
中
等

教
育
学
校
は
、「
企
業
連
携
、

大
学
連
携
」
「
探
究
に
強
い

教
員
養
成
」
「
学
校
の
枠
を

超
え
た
学
び
の
場
の
検
証
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
６
年
一

貫
の
共
創
型
探
究
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
２
０
２
０

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
企
業
・

大
学
と
連
携
し
た
「
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
型
探
究
」
で
は
企

業
か
ら
「
も
の

づ
く
り
」
の
観

点
を
学
び
、
新

製
品
を
企
画
・

提
案
。
奈
良
教

育
大
学
の
学
生

や
院
生
も
参
加

し
て
「
探
究
に

強
い
教
員
養
成
」
に
つ
な
げ

て
い
る
。

「
情
報
科
」の
専
門
高
等
学

校
で
あ
る
茨
城
県
立
Ｉ
Ｔ
未

来
高
等
学
校
で
は
、
１０
月
に

「
美
し
い
菊
を
咲
か
せ
る
」

こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
入

学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
が

各
種
セ
ン
サ
ー
と
マ
イ
コ
ン

ボ
ー
ド
「Raspberry

Pi
Pico

」、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ソ
フ
ト
「Thonny

」
で

「
自
動
潅
水
装
置
」
の
開
発

に
挑
戦
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

未
経
験
の
生
徒
も
多
く
時
間

の
制
約
も
あ
る
中
、
教
員
の

工
夫
や
教
材
の
ア
イ
デ
ア
で

ど
の
よ
う
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

達
成
し
た
の
か
に
つ
い
て
聞

い
て
い
る
。
▼
詳
細
＝htt

ps://www.mext.go.jp
/manabikaeru/

小
郡
市
立
味
坂
小
学
校

（
江
上
征
一
校
長
・
福
岡

県
）
で
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
１
人
１
台
端
末
を
活

用
し
た
探
究
的
な
学
び
や
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ

せ
る
組
織
運
営
等
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
小
郡
市
教
育

委
員
会
（
秋
永
晃
生
教
育

長
）
は
、
福
岡
県
教
育
委
員

会
の
「
情
報
活
用
能
力
育

成
」
の
研
究
指
定
も
連
動
さ

せ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
第
２
期
の
取

組
を
展
開
し
て
い
る
。

味
坂
小
で
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
開
発
し
、
そ

れ
ら
の
教
材
を
ベ
ー
ス
に
し

た
探
究
的
な
学
び
を
進
め
て

い
る
。
「
学
習
計
画
シ
ー
ト

・
手
引
き
」
、
「
学
習
の
進

捗
管
理
ツ
ー
ル
」
、
「
学
び

の
足
あ
と
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
」
の
３
つ
を
ク
ラ
ウ
ド
上

で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
「
学
習
計
画
シ
ー
ト
・

手
引
き
」
は
、
課
題
解
決
の

見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成

ま
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
過
程
を
示

す
も
の
だ
。
「
学
習
の
進
捗

管
理
ツ
ー
ル
」
で
は
、
取
り

組
ん
で
い
る
過
程
に
目
印
と

な
る
カ
ー
ド
を
配
置
さ
せ
、

教
師
や
他
者
と
進
捗
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
「
学
び
の
足
あ
と
・

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
で
は
、

各
学
習
過
程
で
、
学
ん
だ
記

録
や
成
果
を
カ
ー
ド
連
結
し

て
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
配
置
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

写
真
は
、
５
年
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
、
児
童
が
新

た
な
レ
シ
ピ
を
も
と
に
調
理

し
、
野
菜
市
場
の
従
業
員
の

方
々
か
ら
意
見
を
も
ら
い
改

善
を
検
討
し
て
い
る
場
面
で

あ
る
。
子
供
た
ち
は
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
創
造
的
に
社

会
課
題
の
解
決
策
と
な
る
納

得
解
を
見
い
だ
す
探
究
的
な

学
び
を
進
め
て
い
る
。

※
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（ProjectBas

edLearning

）
＝
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型
の
探
究
学
習

取り組んでいる学校の割合は比較的低いものの教職員の働き方の改善に対する効果実感が高かった項目
※チェックリストの各項目において「完全にデジタル化している」又は「一部している（半分以上）」（もしくはこれらに相当する選択肢）と回答した学校の
割合が４０％未満、かつ、教職員の働き方の改善に効果があったと思うかどうかについて「とてもそう思う」と回答した割合が４０％以上の項目を抽出。

そう思う

５５．８％

５０．０％

５１．３％

５６．２％

５５．７％

とてもそう思う

４８．２％

４６．０％

４２．８％

４１．０％

４０．７％

一定以上取り組んでいる
と回答した学校の割合

１３．５％

１２．７％

３９．７％

２．６％

３１．９％

①保護者から学校への提出資料をクラウドサービス
を用い、受け付けていますか。

②保護者との日程調整をクラウドサービスを用いて
行っていますか。

③教職員が作成した教材等をクラウド上で共有し活
用していますか。

④「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関
する暫定的なガイドライン」に基づき生成ＡＩを
校務で活用していますか。
⑤学校内外の行事日程、施設や特別教室の利用予約
等について、クラウドサービスを使って共有し、
いつでも確認できるようにしていますか。

●●●●●●●●●
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１人ひとりの学びを活かす
学習環境・授業デザインへ
１人ひとりの学びを活かす
学習環境・授業デザインへ
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新連載 ＧＩＧＡ第２期の個別最適な学び
～小郡市立味坂小学校の取組から～～小郡市立味坂小学校の取組から～
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教
職
員
働
き
方
改
革
で
制
度
改
正

教
職
員
働
き
方
改
革
で
制
度
改
正

文科省公表資料より編集部作

制
度
改
正
で
働
き
方
改
革
へ

新
た
な
職
も
設
置

②PBLロードマップをベースにした端末活用②PBLロードマップをベースにした端末活用

Ｗｅｂ会議を活用してレシピを提案する様子

文科省ポータルサイト
高校の学びを伝える「マナビカエル」
奈良女子大学附属中等教育学校
茨城県立ＩＴ未来高等学校を公開

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

（１） ２０２５年（令和７年）２月３日（月曜日）

教
育
課
程
課
武
藤
久
慶
課
長

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
学
習
指
導
要
領
へ

紙 面 案 内
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